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有限会社まちづくり小淵沢

• 北杜市小淵沢町

• コアメンバー現在5名
• 平成19年1月スタート

• 同時に八ヶ岳南麓風景街道のとりくみ
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有限会社まちづくり小淵沢

活動をしたきっかけ 
• 旧小淵沢町時代に町が導入したTMO(経産省)に
参加

• 約６年策定会議を重ね、平成１８年１月会社(公)設
立

活動団体の体制

• 有限会社であるが、設立当初より今日まで、商工
会や市の資本が25％ほど、残りは42名の市民で
均等割資本。自立まちづくりの推進。
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他の団体・個人との連携

• 八ヶ岳南麓風景街道の会（官民連携）

• 自然いろシート普及委員会

• その他の影響

– その他市民活動団体

– リノベーションまちづくり
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活動の成果、波及効果

• 情報誌発行による地域住民との多様なコミュニティーが生
まれる。

• 自然いろシートの取り組みにより、商店街へのシート販売に
よる情報発信と、店舗リフォーム時の色の意識の啓発。

成功の要因 
• まちづくりの活動方針をコミュニケーションそのものを意識

することで、住民の活性化につなげる。
活動を通じて学んだこと、得たこと 
• 具体的物事に取り組み、前段階の良質なコミュニケーション

づくりの必要性。
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現状の課題に対する提案

活動の今後の展開 
• 活性化の主役は、現場住民であることを意識してつ
なぐ取り組みを進める。

• 自立型まちづくりを具現化するため、ソーシャルビジ
ネス、コミュニティービジネスを、実施するため利益事
業の立ち上げ。

現状の課題点

• 住民、市民のまちづくり、景観づくりに対する意識変
革に、一事業として取り組みたい。
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